
報告日　　　年　　　月　　　日

会　派　名

報告者氏名

種　　　別

用　　　務

日　　　時

場　　　所

（会　　場）

概　　　要

東日本大震災・原子力災害伝承館、震災遺構浪江町立請戸小学校

出　　張　　報　　告

令和3年12月15日

公明党

若井　恵子、真貝　維義

■調査研究（□行政視察）  □研修会　 □要請・陳情　 □各種会議

調査項目等
津波や原子力災害で被災した施設の現状及び復興の過程

東日本大震災・原子力災害伝承館
・2020年9月20日に開館した。
・浜通りを中心とした地震と津波、東京電力福島第一原子力発電所の甚大
な被害を受けた複合災害の記憶を風化させることがないよう記憶や記録を
保存・展示し、そこから得た教訓や復興への歩みや廃炉作業の現状を学ん
だ。
・館内の展示を見学し、次に研修プログラムにより被災地域を訪れる
フィールドワークを行った。
・被災者である語り部■■氏による研修講話を聴く。
　
東日本大震災遺構浪江町立請戸小学校
・請戸小学校は2011年3月11日の東日本大震災による地震と津波、そして原
子力発電所事故の複合災害を伝える福島県では初の遺構として2021年10月24

日に開館した。
・鉄筋コンクリート2階建て、漁港がある浪江町請戸地区にある。
・海岸から300ｍ離れたところにあり、震災発生時に高さ15ｍの津波が直撃
したが、当時学校に残っていた82人の児童は教職員に誘導され1.5㎞離れた
大平山に避難し、全員無事だった。
・建物は震災当時のままの姿が残っている。

福島県双葉郡双葉町、浪江町

11月18日(木) 14時～17時 11月19日(金) 9時～11時



所　感　等

　
「若井恵子」
　福島第一原子力発電所事故の悲惨さが今まで大きくクローズアップされ
てきたが、同時に地震や津波における災害が確かにあったのだという事実
を震災後10年を経た今、車窓から見た被災地域を見て改めて感じる視察
だった。原発立地地域においては自然災害のみではなく複合災害のリスク
があるという現実を認めながら防災対策を進めていかなければと感じた。
　震災遺構請戸小学校は「釜石の奇跡」に匹敵する。避難児童の全員無事
の事実は、日常から避難訓練を行っていた学校の取組みの成果と感じた。
また学校管理者である校長先生の明確な判断が生死を分けることになり、
教育現場での日常のリスクマネジメントにしっかりと向き合い、取り組む
べきと感じた。

「真貝維義」
　福島県で起きた地震・津波・原子力災害といった複合災害の事実や復興
の現状・課題を改めて再認識をした。近年は地震、豪雨災害等が全国各地
で発生をしている。学びを「他人事」から「自分事」へと深め、災害に対
する予防意識を高めることは重要なことであると考える。
　柏崎市の「まちから」では中越沖地震のメモリアルが併設されている
が、震災の教訓をしっかりと学び、学びを「他人事」から「自分事」へと
深める更なる取り組みが必要と考える。
　請戸小学校の体育館には卒業式を迎えるための横断幕が10年前の当時の
姿を残している。校舎や教室などは津波の甚大な被害の大きさを実感でき
るとともに「東日本大震災・原子力災害伝承館」のフィールドワークの
コースでの説明もあり「全員が無事避難することができた。請戸小学校の
奇跡の物語とともに全国の小学校の防災意識の向上につながる施設になる
ことを期待する。
　柏崎市も中越沖地震で得られた教訓を次世代に繋ぐために「中越沖地震
メモリアル・まちから」で展示や防災学習を行っているが、防災意識の向
上と震災の記憶を風化させない更なる取り組みを続けていかなければなら
ないと考える。


